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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

カ
ラ
ス
対
策

質　

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
現
在
の

年
間
捕
獲
予
定
数
１
０
０
０
羽
の
枠
の
拡
大
、
餌
と
な
る
生

ご
み
の
減
量
、
市
町
村
の
行
政
区
域
を
越
え
た
広
域
的
な
連

携
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
は
。

答　

捕
獲
数
の
拡
大
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、
検
討

す
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
生
ご
み
の
減
量

と
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
御
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
広
域
的
な
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
周
辺
市
町
及
び
県
と
の
連
携
は
必
要
と
考
え
て

お
り
、
被
害
対
策
に
つ
い
て
情
報
交
換
等
を
行
い
た
い
。

能
代
西
高
等
学
校
閉
校
後
の
体
育
施
設
の
活
用

質　

耐
震
化
さ
れ
た
体
育
館
が
２
棟
と
武
道
場
、
陸
上
競
技

場
に
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
、
能
代
西
高
等
学
校
閉

校
後
の
体
育
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
、
総
合
的
な
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
し
て
検
討
す
べ
き
。

答　

能
代
西
高
等
学
校
の
敷
地
内
に
屋
内
外
体
育
施
設
が
集

中
し
て
い
る
こ
と
や
耐
震
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
市

の
中
心
部
か
ら
比
較
的
近
い
こ
と
等
か
ら
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
踏
ま
え
た
上
で
、
体
育
施
設
と
し
て
の
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
年
度
当
初
予
算
編
成
と
財
政
見
通
し

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
の
現
状
と
対
策

平
政
・
公
明
党

渡 
邊　

正 

人

事
業
承
継
時
の
入
札
資
格
継
続
条
件
の
緩
和
を

質　

後
継
者
不
足
に
伴
う
承
継
問
題
は
、
雇
用
環
境
の
悪
化

や
産
業
の
消
滅
な
ど
幅
広
い
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
現
入

札
参
加
制
度
で
は
事
業
承
継
時
に
資
格
が
喪
失
さ
れ
る
な
ど

課
題
が
見
ら
れ
る
。
条
件
緩
和
の
考
え
は
。

答　

市
の
取
り
扱
い
は
、
入
札
制
度
に
お
け
る
入
札
業
者
の

履
行
の
信
頼
性
等
を
確
保
す
る
た
め
、
当
該
業
者
の
営
業
を

実
質
的
に
引
き
継
ぐ
者
の
取
り
扱
い
を
定
め
た
秋
田
県
の
要

綱
等
に
準
じ
て
い
る
。
条
件
の
緩
和
は
、
秋
田
県
や
他
市
の

状
況
も
見
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

緊
急
時
の
給
食
対
応

質　

南
部
共
同
調
理
場
に
て
多
数
職
員
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹
患
し
、
給
食
に
一
部
変
更
が
あ
っ
た
。
市
内
３
カ
所
の

調
理
場
委
託
業
者
は
同
一
業
者
で
あ
り
緊
急
時
に
は
補
完
し

合
え
た
の
で
は
。
対
応
の
妥
当
性
と
今
後
の
改
善
を
問
う
。

答　

日
ご
ろ
か
ら
食
材
調
達
の
都
合
等
に
よ
り
予
定
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
メ

ニ
ュ
ー
変
更
等
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
今
回
も
そ
れ
に
準

じ
た
処
置
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
健
康
管
理
の
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、

緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
フ
ト
体
制
の
改
善
等
に
つ
い

て
委
託
業
者
と
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
休
日
保
育
の
拡
充

○
旅
費
の
規
程
は
時
代
に
即
し
た
も
の
か

○
中
小
企
業
承
継
に
お
け
る
本
市
の
見
通
し

希
望

佐 

藤　

智 

一

新
入
学
用
品
費
等
の
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

質　

現
在
の
援
助
金
は
実
際
に
か
か
る
費
用
と
大
き
く
乖

離
し
て
い
る
。
国
の
２
０
１
７
年
度
予
算
案
で
は
要
保
護
世

帯
の
新
入
学
用
品
費
の
補
助
単
価
を
２
倍
に
引
き
上
げ
て
い

る
。
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を
。

答　

本
市
の
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
は
、
世
帯
所
得
が

生
活
保
護
基
準
の
１
・
２
倍
未
満
と
し
て
い
る
。
新
入
学
用

品
費
の
支
給
時
期
は
、
今
年
度
か
ら
入
学
準
備
の
実
情
に
合

わ
せ
て
入
学
前
の
３
月
に
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
就

学
援
助
の
支
給
項
目
は
、
29
年
度
か
ら
校
外
活
動
費
と
生
徒

会
費
の
２
項
目
を
追
加
し
、
９
項
目
に
拡
充
す
る
予
定
で
あ

る
。市

政
情
報

質　

市
民
の
便
利
帳
で
あ
る
能
代
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
平
成
23
年
に
発
行
さ
れ
て
か
ら
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
よ
し
と
せ
ず
、
充
実
さ
せ
た
便
利
帳

の
作
成
と
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
定
期
発
行
を
。

答　

各
種
制
度
等
の
改
正
に
よ
り
記
載
内
容
が
現
状
と
合
わ

な
い
部
分
が
多
い
こ
と
や
、
新
庁
舎
で
の
業
務
が
始
ま
り
、

９
月
に
は
第
一
庁
舎
の
改
修
も
終
了
し
、
市
役
所
全
体
の
窓

口
や
連
絡
先
も
決
ま
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
発
行
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
定
期
発
行
に
つ
い
て
は
、
掲
載
内
容
の
適
切

な
更
新
時
期
や
、
広
告
掲
載
契
約
の
期
間
等
を
考
慮
し
、
検

討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
子
供
の
医
療
費
助
成
高
校
生
ま
で
拡
充
を

○
子
供
の
貧
困
を
見
逃
さ
な
い
仕
組
み
づ
く
り

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）

菊 

地　

時 

子


